
※健診費用には、公費による補助制度があります。妊娠がわかったら、役所へ妊娠届の手続きをして母子保健サービ
スの説明を受けましょう。

※もともと健康な方であっても、妊娠中に重い病気にかかることがあります。症状が進んでからでは治療が困難です
ので、安全なお産のためには　早期に発見し、適切な治療や保健指導を受けることが重要です。

※働いている妊婦さんへ
　職場に申し出れば、勤務時間内に妊婦健診を受診するための時間をとることができます。

妊娠中は、ふだんよりいっそう健康に気をつけなければなりません。妊婦健診を定期的に受診し、医師や助産師等
の専門家のアドバイスを受けて、積極的に健康管理に取り組みましょう。

保健
だより

＼妊娠期間中を健康に過ごし、無事に出産を迎えるために／

申　問　健康支援課（うるみん3Ｆ） ☎973-4960　FAX:974-4040

〈標準的な“妊婦健診”の例〉　妊婦さんや赤ちゃんの健康状態に基づく医師の判断によって実際の内容はさまざまです。

健診回数

受診間隔

毎回共通する
基本的な項目

必用に応じて
行う

医学的検査

・健康状態の把握…妊娠週数に応じた問診・診察等を行う。
・検査計測…妊婦さんの健康状態と赤ちゃんの発育状態を把握するための基本検査を行う。
・保健指導…妊娠期間を健やかに過ごすための食事や生活に関する助言を行うとともに、
妊婦さんの精神的な健康に留意し、妊娠・出産・育児に関する不安や悩みの相談に応じる。

妊娠初期～23週 妊娠24週～35週 妊娠36週～出産まで

4回 6回 4回

4週間に1回

・血液検査(初期に1回)
・子宮がん検診(細胞診）
・超音波検査(期間内2回）

・血液検査(妊娠30週までに1回）
・感染症検査（妊娠30週までに1回）

・血液検査(期間内1回）
・B群溶血性レンサ球菌(期間内1回）
・超音波検査（期間内1回）

・血液検査(期間内1回）
・超音波検査(期間内1回）

2週間に1回 1週間に1回

問　子育て包括支援課　☎989-0220

参考：厚生労働省HP「すこやかな妊娠と出産のために」

皆さま、ご存じですか？
うるま市の  乳がん検診(集団健診)  は
10月頃から予約がほぼ埋まります。

健診受診の
方法はこちら

受診対象の方は早めに予約しよう！

集団健診のお申込み・健診について

妊婦健診を受けましょう

ご高齢の方や障がいをお持ちの方など、マイナ保険証での
受付が困難な方は、加入している保険者に申請すれば資格
確認書が交付されます。

お手元の健康保険証の有効期限前に資格確認書が交付され
ます。詳しくは、加入している保険者にお問い合わせくださ
い。

※後期高齢者医療制度にご加入の方には、令和８年7月までの間は、マイナ保
険証の有無に関わらず、申請しなくても資格確認書が交付されます。

この他にも、日常生活の中で利用できるシーンが広がっています。 ぜひ日頃から
マイナンバーカードを持ち歩いて、ご活用ください！

令和7年7月31日以降順次、健康保険証は使えなくなります。

で医療機関・薬局にて受付をしてください。
マイナ保険証か資格確認書

マイナ保険証
の利用をご希望の方

マイナ保険証
をお持ちでない方

利用登録済み
の場合

そのまま医療機関等でご利用ください。

未登録の場合
医療機関等にある顔認証付きカードリーダー
で利用登録ができます。
※マイナポータル等でも登録できます。

マイナ保険証の
利用が困難な方

お手元の健康保険証の有効期限をご確認ください。

＼こんな時に便利！／ マイナ保険証のメリット

マイナンバーカードの健康
保険証利用についてもっと
知りたい方はこちら

▶

▶

✓
✓
✓

過去のお薬・診療データに基づく、より良い医療が受けられる

突然の手術・入院でも高額支払いが不要になる

救急現場で、救急搬送中の適切な応急処置や病院の選定、
搬送先の病院で活用される

マイナンバー総合
フリーダイヤル

マ    イ  ナン  バー 

0120-95-0178
5番を選択のうえ、音声ガイダンスにしたがってお進みください。

平　日：9時30分～20時00分
土日祝：9時30分～17時30分　受付時間（年末年始を除く）
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